
訂正
した
刷数

訂正箇所 訂正前　→　訂正後

2

p.3 イモムシに似た幼虫、下写真キャプション ノコギリクワガタ幼虫　→　ノコギリクワガタ

p.3 イモムシの体、側面アップ写真引き出し解説 脚　→　腹脚

p.3 イモムシの体、頭部アップ写真引き出し解説 個眼　→　単眼

p.3
イモムシの体、頭部アップ写真引き出し解説
大鰓の位置

罫先を 2 mm 伸ばして暗色部に

p.4 左段アゲハ成虫写真 →

p.51 マダラマルハヒロズコガ本文解説 つづみのむし　→　つづみみのむし

3 p.51 マダラマルハヒロズコガの学名 Luehdorfia puziloi　→　Gaphara conspersa

4

p.13 シャチホコガ写真 →

p.49 コウモリガ左下生態写真内のキャプション 「蛹」削除

p.49 コウモリガ左下生態写真右横のキャプション 穴に木屑と糞のドーム状の蓋　→　坑道口に木屑と糞のドーム状の蓋がつく

p.56 アカイラガ 　　　　　　　　追加

p.56 ヒロヘリアオイラガ 　　　　　　　　追加

p.67 タケカレハ 　　　　　　　　追加

p.67 タケカレハ本文解説末尾 「毒刺毛がある。」追加

p.68 マツカレハ 　　　　　　　　追加

p.68 マツカレハ本文解説末尾 「幼虫と繭に毒刺毛がある。」追加

p.68 クヌギカレハ 　　　　　　　　追加

p.68 クヌギカレハ本文解説末尾 「毒刺毛がある。」追加

p.71 ウスタビガ成虫写真左 蛹　→　繭

p.80

シャチホコガ終齢幼虫写真
シャチホコガ生態写真
シャチホコガ蛹写真
シャチホコガ採集データ

修正のうえレイアウト変更後のページ

イモムシ ハンドブック　訂正一覧 2014/6/2

注意
注意

注意

注意

成虫 成虫

注意

1 ／ 2

80

シャチホコガ ●

終齢幼虫

静止するときは、胸脚をたた
み背中側に反る

中・後脚が
細長く伸びる

第 7-9 腹
節が肥大

蛹
× 1

成虫
× 0.5

2010.7.18
長野県
コナラ

Stauropus fagi

体 45 mm ほど開 50 - 65 
mm 齢 7 齢発初夏 - 秋 2
回、蛹越冬分北 - 九食カ
エデ類（カエデ科）、ケヤキ

（ニレ科）、クマシデ（カバ
ノキ科）、クルミ類（クルミ
科）、ハギ類（マメ科）な
ど多食性特肥大した尾部、
長い脚、反り返るポーズが
大きな特徴。この姿が名
の由来とされるが、同科
は普通のイモムシ型、毛
虫型など変化に富む。

刺激を受けると、胸脚を開いて
わなわなと振動させる

成熟すると、
地上に降り
て薄い繭を
つくって蛹
化する

尾脚は
こん棒状

ガ類　シャチホコガ科●

シロシャチホコ ●

終齢幼虫

体色は黄色-赤
褐色まで変異

静止時に胸脚を
折りたたまない 成虫  × 0.7

Cnethodonta japonica

体 30 mm ほど開 33 - 50 
mm 齢不明発夏 - 秋 2 回、
蛹越冬分本 - 九食アカシ
デ、イヌシデ、クマシデ、
サワシバ（カバノキ科）、
ブナ（ブナ科）、オニグル
ミ（クルミ科）など特鮮
やかな黄色の体で反り返
るシャチホコ型のイモム
シ。

2008.10.18
長野県



4

p.88 モンシロドクガ 　　　　　　　　追加

p.88 モンシロドクガ本文解説末尾 「毒刺毛がある。」追加

p.89 キドクガ 　　　　　　　　追加

5 p.57 ワタノメイガ成虫写真と倍率 →

6

p.10 ヒロヘリアオイラガ写真 →

p.13 ナカグロモクメシャチホコ写真 →

p.56 ヒロヘリアオイラガ終齢幼虫写真

修正のうえレイアウト変更後のページ

→　　　　　　　　　

p.81 ナカグロモクメシャチホコ終齢幼虫写真 →　　　　　　　　　　　　　　

8
p.53 シロシタホタルガ 　　　　　　　　追加

p.53 シロシタホタルガ本文解説
サワフタギなどの葉表にいてよく目立つ

　→　葉表にいてよく目立つ。刺激で体表から液を分泌する。

9

p.13 ブドウスズメ写真 →

p.77
ブドウスズメ終齢幼虫写真 2 点
ブドウスズメ蛹写真
ブドウスズメ写真キャプションと採集データ

修正のうえレイアウト変更後のページ

※恐れ入りますが、奥付で刷数をご確認いただき、該当刷数以下の欄の箇所について訂正をお願いいたします。訂正は A4用紙 100％大で

プリントアウトのうえ、写真を所定のページへ貼付いただけますようお願いいたします。

注意

注意

77

オオスカシバ ●

蛹
× 0.5

成虫
× 0.3

背楯に
顆粒がある

終齢幼虫

緑色が多いが、
茶褐色のものもいる

ほとんど顆粒が
目立たず平滑

2009.8.31
長野県
クチナシ

Cephonodes hylas

体 60 - 65 mm 開 50 - 
70 mm 齢不明発初夏 -
秋 2 回、蛹越冬分本 -
南食クチナシ、コンロ
ンカ（アカネ科）、ツ
キヌキニンドウ（スイ
カズラ科）特庭木や街
路樹のクチナシにしば
しば発生するスズメガ。
成虫は昼行性。

翅は鱗粉が
落ち透明

キョウチクトウスズメ ●

成虫
× 0.2

側面に青白色条

終齢幼虫

透明感のある
黄緑色

後胸背部に黒で縁取
りされた青白色紋

2008.10.15
沖縄県
ニチニチソウ

Daphnis nerii

体 70 mm ほど開 98 mm
ほど齢不明発夏 - 秋、越
冬態不明分九 - 南食キョ
ウチクトウ、ニチニチソウ

（キョウチクトウ科）、ウス
ギコンロンカ（アカネ科）
特ブルーの眼状紋をもつ
美麗スズメガ。偶産種だ
が、近年は本州にも発生
記録がある。

尾角は橙黄色で短い

ガ類　スズメガ科●

ブドウスズメ ● 尾角は緑褐色

終齢幼虫
後胸、第 1腹節
付近が最も太い

蛹
× 0.4

成虫
× 0.3

2013.7.2
愛知県

ヤブガラシAcosmeryx castanea

体 75 - 80 mm 開 70 - 90 
mm 齢不明発初夏 - 秋 2
回、蛹越冬分北 - 南食ヤブ
ガラシ、ノブドウ、エビ
ヅル、ツタ、ブドウ（ブ
ドウ科）特頭部に向かっ
て細まる体型のスズメガ。
しばしば頭部を引き込み、
エラの張った姿（写真）
を見せる。

2 ／ 2

注意

56

 クロシタアオイラガ ●

 ヒロヘリアオイラガ ●

 アカイラガ ●

地色は地色は
黄緑色

終齢幼虫

中・後胸節、第 1・
7・8・9腹節亜背部
に長い肉質突起

ときに背
線は赤色、線は赤色、
その両側その両側
は青色は青色

繭
×1

成虫成虫
×1×1

地色は薄黄色-黄緑色

終齢幼虫

樹幹などにやや平
たく固い繭をつく
って蛹化するって蛹化する

背部、側面部に、半ば
斑点列となる青色条

繭
×1×1

成虫
×0.7

終齢幼虫

先端が赤色を帯
びる3対の肉質
突起が目立つ

体色は黄緑色-体色は黄緑色-
淡黄緑色

全体に
瘤状の
肉粒

繭
×1

成虫
× 1

2008.10.31
長野県

2010.10.16
長野県
クヌギ

2009.7.23
埼玉県
ニガキ

Parasa sinica

体 18 mmほど開 23 - 29 
mm齢不明発初夏-秋1-2
回、前蛹越冬分北 - 九食
クヌギ、クリ（ブナ科）、
サクラ類、ウメ（バラ科）、
カキ（カキノキ科）など
特赤、緑、青の３原色を
まとったイラガ。各種樹
木で普通に見つかる。毒
刺毛がある。

Phrixolepia sericea

体 18 mmほど開 20 - 27 
mm 齢不明発初夏 - 秋 2
回、前蛹越冬分北-九食コ
ナラ、クヌギ、クリ（ブ
ナ科）、カキ（カキノキ
科）、サクラ類、ウメ、モ
モ（バラ科）、カエデ類
（カエデ科）など特全体に
ゼリーのような透明感の
あるイラガ。

Parasa lepida

体 15 mmほど開 27 - 33 
mm 齢不明発初夏 - 秋 2
回、蛹越冬分本 - 南食サ
クラ類（バラ科）、カエデ
類（カエデ科）、ケヤキ
（ニレ科）、ザクロ（ザク
ロ科）など特集団発生す
るイラガで、幹に多数の
繭がつき目立つ。分布を
拡大しつつある。

ガ類　イラガ科●

注意

注意

注意

成虫
×0.6

成虫
×0.5


